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サケ科魚類のプロファイル-8 

ブラウントラウト 
長谷川
は せ が わ

 功
こう

（さけますセンター 日本学術振興会特別研究員） 
 
ブラウントラウト（Salmo trutta, brown trout）は，

サケ科サルモ属に分類される．本種の外見上の特

徴としては，個体差は大きいものの，その名が示

すとおり茶色っぽい体色が挙げられる．また，朱

点を持つ日本の在来サケ科魚類は数種類いるが，

本種は朱点が比較的明瞭な白線で縁取られる点で

異なる（図 1）．当歳魚は，しばしばイワナ（ア
メマス）と誤認されるが，本種には茶色い点が有

り，脂鰭が赤っぽく縁取られることで区別できる

（図 2）．河川でも全長 40cm以上と大型に成長す
ることも，イトウを除く日本の在来サケ科魚類に

はあまり見られない特徴といえる． 
 

分布 
ヨーロッパから西アジア周辺が自然分布域であ

るが，スポーツフィッシングの好ターゲットとし

て世界各地に移殖され，現在では，北アメリカを

中心に日本やニュージーランドなどにも分布して

いる（図 3）．日本国内では，北海道の南西部，
栃木県中禅寺湖や長野県梓川などで分布及び自

然繁殖が確認されている（帰山 2002）． 
 

生活史と生態 
本種には，河川や湖沼といった淡水域に生息す

る個体だけでなく，降海する個体もいる．淡水域

では，他のサケ科魚類同様，落下昆虫や水生昆虫

を主に捕食する．また，成長に伴い魚食性を示す

ようになり，筆者の観察によると全長約 20cm以
上になる頃から魚類も捕食する個体があらわれる．

産卵期は，日本国内では 11月から翌年 1月であ
る． 

 
 

図 3．ブラウントラウトの分布域．赤は自然分布，青は移殖による分布を示す． 

図 1．石狩川水系千歳川の支流で捕獲したブラウントラウ

ト．同一河川内でも体色や朱点の数・大きさは個体に

よって様々である． 

図 2．ブラウントラウト（上），アメマス（下）の当歳

魚．一見、判別に戸惑うが，茶点の有無，脂鰭の色

が見分けるポイント． 
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在来種への生態的影響 
本種は，種間競争・捕食・交雑といった種間関

係を通して，在来種の個体数減少を招くことから，

国際自然保護連合（IUCN）によって，「世界の侵
略的外来種ワースト100」に挙げられている（Lowe 
et al. 2000）．とりわけ，近縁の在来サケ科魚類へ
の影響が懸念されており，研究例も多い． 
河川に生息するサケ科魚類が在来種から本種に

置換した例（北アメリカ東部のブルックトラウト，

同西部のカットスロートトラウト，北海道のアメ

マスなど）が各地で報告されている（Fausch and 
White 1981，鷹見ら 2002，McHugh and Budy 2006; 
Hasegawa and Maekawa 2008a）．その原因として第
一に挙げられるのが種間競争である．河川棲サケ

科魚類における在来種と外来種は類似したニッチ

（生息場所や餌などの資源利用パターン）を占め

るために，両者の間で資源を巡る種間競争が生じ

ることが多い．サケ科魚類の競争様式は，採餌空

間から他個体を直接的な攻撃によって排除する干

渉型競争が主体である．著者は，実際に置換が起

きた組み合わせであるアメマスと本種を用いて，

種間競争が置換に寄与しているかを実験的に検証

した．攻撃行動を観察した結果，2種が同所的な
場合は，アメマスの種内競争よりも本種優位の種

間競争の方が強く生じることがわかった．さらに，

本種の存在下では，アメマスの採餌量は，アメマ

ス単独の場合と比べて著しく低下した．採餌量低

下は，成長率低下に伴う繁殖成功率や生存率の低

下などを経て個体群維持に負の影響を与える．こ

れらの結果は，種内競争よりも種間競争が強く生

じた場合は，優位種が劣位種を排除するという

Lotka-Volterraの競争モデルが示す結論と合致して
いる．以上より，種間競争によって，在来種アメ

マスから本種への置換が起こり得ることが示唆さ

れた．また，実験条件下での行動観察の結果，本

種はヤマメ（サクラマス幼魚）に対しても競争関

係において優位になることがわかっている．本種

とヤマメでは，水深に対する選好性が異なるため

（本種は底層，ヤマメは表層を選好），一般的に

は競争関係は生じにくい．しかし，小河川では水

深による両種の棲み分けが不明瞭になり，競争関

係が強く生じることも予想される．小河川では，

アメマス同様，劣位種であるヤマメは本種に排除

される可能性も否定できない． 
本種については，しばしば捕食による在来種へ

の影響が取り沙汰される．実際に，ニュージーラ

ンドでは，本種による捕食が在来魚 Galaxiidae科
の個体数の激減をもたらしたという報告がある（T
ownsend 1996）．しかし，日本国内では，在来の
水産重要種や希少種に対する捕食の事例（シロザ

ケやサクラマス稚魚・スナヤツメ・ニホンザリガ

ニなどに対する捕食）はいくつか報告されている

が（長谷川ら 2007），本種による捕食が個体数減
少にどの程度寄与しているかを調べた研究例はな

い．一般に，外来種による捕食は在来種個体群に

壊滅的なダメージを与える．本種の適正な管理方

策を検討するためにも，本種による捕食が在来種

個体群に与えている影響を早急に明らかにする必

要がある． 
サケ科魚類では在来種－外来種間の交雑も，在

来種の個体数を減少させる要因である．本種にお

いても北アメリカ東部での在来種ブルックトラウ

トとの交雑，日本国内では北海道での在来種アメ

マスとの交雑（図 4）が報告されている（Kitano 
et al. 2009）．本種とアメマスの交雑個体につい
ては，稚魚になるまでの生存率が著しく低いこと

が知られている．それにもかかわらず，交雑個体

がまれにでも発見されるということは，本種とア

メマスという異種間のペアによる産卵が高頻度で

行われているのかもしれない．異種間のペアが形

成されるとその分だけアメマスどうしの正常なペ

アが減るため，アメマスの繁殖成功率が低下する

と考えられるが，詳細はわかっていない． 
外来サケ科魚類による影響は，単一の在来種へ

影響するだけでなく，その在来種と他の在来種と

の種間関係を経て生態系全体に及ぶことが知られ

ている．生物多様性の維持を図る上では，本種に

ついても生態系全体への影響について研究を進め

る必要がある． 
 
求められる遊漁資源としての適正管理 

世界的に見ても，本種の利用は遊漁目的がほと

んどである．本種が移殖された地域では，遊漁資

源として有効利用されている反面，上述のような

問題を抱えていることが多い．日本国内において

も，栃木県中禅寺湖のように漁業権魚種に指定さ

れ遊漁対象として重宝される一方，北海道では内

水面漁業調整規則によって卵を含めた移殖を禁止

して分布拡大を防ごうとしているように，地域に

よって対極的な対応がとられている．さらに北海

道では，本種を遊漁資源として維持，利用するこ

とを目指す「擁護派」（本種を釣ること及び釣っ

てその場で逃がすことは禁止されていない）と生

態系や水産重要種（サケ稚魚やサクラマス幼魚）

図 4．ブラウントラウトとアメマスの交雑個体．ブラウント

ラウトが生息する河川では近年，発見例が増加してい

る．外見は，ブルックトラウト（カワマス）とブラウ

ントラウトの交雑種“タイガートラウト”に似る． 



 SALMON情報 No. 4  2010年 3月 29 
 

 

を保全する観点から排除を目指す「駆除派」の両

方が存在する．この両者は，主張が相反すること

もあり対立が続き，北海道のブラウントラウト管

理は迷走が続いている．優先すべきは，一度失わ

れると取り戻せない在来種（特に希少種・個体群）

や食料の安定供給を支える水産重要種の保全であ

るが，移出の可能性がない閉鎖水域のみ本種を容

認するなど，「擁護派」と「駆除派」が歩み寄り

折衷案を考案しない限りは，効果的な管理は行え

ないであろう． 
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